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　HUSCAPレターでは、今号から北大で活躍する研
究者の「初めての論文」を紹介していきます。どんな
研究者にも必ず、研究生活の原点ともいえる論文があ
るものです。
　研究生活の初期に書かれた「初めての論文は」人
目にふれる機会が少ないですが、研究者の足跡や時
代の変化を知ることができます。これを手軽に見る
ことができるのもHUSCAPの大きなメリットの一
つです。
　記念すべき一回目には、中村睦男総長にご登場
いただきます。

第1回 中村睦男 北海道大学総長

北海道大学学術成果コレクション

HUSCAPレター

「個人の人権は国に侵害されない自由だけでない。弱者に対しては国が生活や労働を保
証する義務がある」という考えが歴史の中で生まれ、憲法にも定着しているのです

「全体的にはとても豊かになったのに、格差問題など 　
新たな課題が生まれている」と語る中村総長 u

総長の「初めての論文」はどんな論文ですか?

　私は1963年に北大法学研究科の修士課程を

修了し、助手となりました。「初めての論文」は

その後、修士論文に加筆したものです。1789年

のフランス大革命以後に制定された憲法の歴

史をたどりながら、その中で社会権がどのよう

拝見します。「初めての論文」

http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/
本紙面に掲載されている文献は、HUSCAPのWebサイトでご覧いただけます。

HUSCAPとは
北海道大学学術成果コレクション（HUSCAP）は、北海道大学の研究者や大学
院生などが著した学術論文、学会発表資料、教育資料などを電子ファイルで
保存しWebで公開するものです。誰でも、無料で読むことができます。

第4号 2007年1月



そもそも、社会権に関心を持たれたきっかけは

なんですか?

　私は小学校一年生のときに敗戦を経験し、多く

の人が貧困や飢餓などに直面するようすを間近で

見ました。親世代の苦労や、多くの孤児など弱者

が抱える問題に対して「これではいけない」とい

う意識が常に自分の中にあったように思います。

1960年代、ようやく日本の社会保障制度ができ

つつあった頃に、人権としての社会権について調

べたいという気持ちを強くしました。

今、日本では社会権が尊重されていると感じ

ますか?

　1960年代から1990年代にかけて日本は高

度成長をとげ、社会保障制度も充実しました。

全体的にとても豊かになったと感じます。しか

し最近、社会全体のセーフティネットが壊れつ

つあり、格差が生まれるという新たな課題が出

てきました。日本が福祉国家になる過程で、個

人は国に頼りすぎ、国は個人の責任や自立性

を尊重しなかった。その反動で個人の自主性、

自己責任が問われるようになってきたのです

が、その行き過ぎが格差を生んでいるのではな

いかと感じます。みんなが貧しかった時代とは

違い、複雑な難しさがあります。また、一方で

多くの人がこの問題に対して無関心に見えるこ

とが気になります。

弱者の抱える問題をどうにかしたいと思ったことが社会権研究の原点でした

▲ フランス留学から帰国後に書かれた
　「社会権法理の形成」（1973年）

中村総長の「初めての論文」

「フランス憲法における社会権の発展⑴～⑶」
北大法学論集14巻2号（1963年）、同15巻
1号、2号（1964年）。
HUSCAPのWebサイトから見ることができます。

に考えられ、規定されてきたのかを調べ、紹介

しました。

社会権とはどのようなものですか?

　日本国憲法では基本的人権の尊重が定められ

ています。基本的人権には自由権と社会権の二つ

があります。自由権とは国が個人の自由を認め、

尊重しなければならないとするものであり、社会

権とは国民の、とりわけ弱者が国の救済を求める

権利といえます。

社会権を研究テーマに選んだのはなぜですか?

　社会権について研究している人が当時はまだ少

なかったからです。フランス憲法を対象に選んだ

のは、フランスが大革命以後、世界で初めて人権

宣言を発し、人権や憲法に関して長い伝統を持

つ国だからです。また当時の指導教官がフランス

留学から帰ったばかりの人で、その刺激を受けた

ことも理由の一つですね。

総長にとって、社会権は生涯のテーマだったの

ですね?

　2年間フランスに留学し、現地の空気にふれ

ながら研究を進めました。帰国後、社会権に対

する考えをさらに深めた「社会権法理の形成」

という論文で博士号をとりました。自由権が発

展して社会権がどのようにできてきたのか、社

会権とはどのような権利なのかについて研究し

たものです。法学部に40年間在籍した中で、

最後に書いた論文も社会権に関するものです。

最終講義でも社会権についての研究を振り返

りました。

H
o

kk
a

id
o

 U
n

iv
e

rs
ity

 C
o

lle
c

tio
n 

o
f S

c
ho

la
rly

 a
nd

 A
c

a
d

e
m

ic
 P

a
p

e
rs



▲「こんなに多くの人に読んでもらえたとは嬉しい驚き」と語る
　　本堂教授

t 画面上で、印刷されたものと同じように読むことができ、
　 拡大・縮小自在。プリントアウトもできます

これまで「低温科学」は冊子の形態で作成し、関連学部や研究者に配布していたため、読者も限
られました。しかしHUSCAPに登録・公開したことで、検索エンジン経由での検索・閲覧が可
能になり、本堂教授の論文以外も高頻度で閲覧されています。また、印刷部数を少なくできるた
め、費用や保管場所の節減につながります。

　低温科学研究所の紀要「低温科学」は今号（第

64巻）より、掲載全論文がHUSCAPに登録されま

した。この中で、本堂武夫教授の「氷の塑性異方性と

転移:立方晶Ic構造がもたらす六方晶Ihの特異な物性」

は、約半年で705件のアクセスを記録しました。

●本堂教授にインタビュー

　本堂教授の論文は、氷の結晶が変形しながら

決まった方向にすべるメカニズムを研究した複数

の論文を再構成して解説したものです。氷がすべ

るメカニズムは中谷宇吉郎博士の時代から疑問

とされてきました。毎月平均100件ものアクセスを

記録したことは「嬉しい驚き」であり、「専門は違う

が、この問題に興味のある人に閲覧されているの

ではないか」と考えられるそうです。 

　今後、「低温科学」は創刊号から順次HUSCAPに

登録される予定です。中谷宇吉郎博士などによ

る,低温科学研究所の草創期の研究成果も読むこ

とができるようになります。本堂教授はHUSCAPに

ついて、過去の論文や、二次情報など「普通には手

に入らない文献を、自分の研究室で見られるという

のが最大のメリットでは」と話されました。 

月平均100件のアクセスが

こんなふうに使っていますHUSCAP 　　
　～①紀要の公開 低温科学研究所～

HUSCAP掲載のメリット
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●誰でも読める論文サイト

　科学技術振興機構では、学会が編集する論文

集・ジャーナルや、科学技術情報の電子化を支援

し、Web上で公開してきました。その技術を生か

し、昨年3月から紙媒体のジャーナルを創刊号か

ら網羅的に電子化し公開するJournal@rchive

（ジャーナルアーカイブ）をスタートさせました。

●湯川博士などの貴重な論文も

　すべての学術雑誌を一度に電子化するのは困

難です。そのため、有識者による外部選定委員会

が一昨年9月に74誌、昨年7月に65誌を選定。順

次アーカイブを行い、公開しています。

 現在ダウンロードできるアーカイブには、故湯川

秀樹博士の中間子理論の論文をはじめ、朝永振一

郎、野依良治など著名な研究者の論文が含まれま

す。中でも世界的な粘菌学者であった南方熊楠の

「本邦産粘菌類目録」は、熊楠が大英博物館に寄

贈し、イギリスの「ジャーナル・オブ・ボタニー」な

どに紹介された粘菌をリストアップしたものです。

1908年に発表されたこの論文が電子化されてい

ることに感動を覚える方も多いことでしょう。

●海外からのアクセスが多い 

　昨年9月のページビューが約40万件/月、ダウ

ンロード数が約18万件/月、それが10月にはそれ

ぞれ約62万件/月、約28万件/月と、アクセス数は

急増しています。また、アクセス元は中国が最多

で、アメリカ、日本、ロシアが続きます。

本邦産粘菌類目録（植物学雑誌第22巻 1908年）

編　集　後　記

　電子アーカイブ（紙媒体の論文などを電子化し、保存・公開するもの）の作成が進んだ
ことにより、最新の文献や、古い、希少な文献を手軽に見られるようになりました。
　科学技術振興機構は、国内の学協会が発行する重要500誌の全アーカイブ化を
目指し、電子ジャーナルを公開しています。

HUSCAPレター 第4号 2007年1月発行
発　行：北海道大学附属図書館
制　作：北海道大学科学技術コミュニケーター養成ユニット
　　　（担当受講生：原林滋子・立花浩司）

HUSCAPへの登録方法についてはWebサイトをご覧いただくか、

下記へお問い合せください。

北海道大学附属図書館 情報システム課
内線：2564/2524　　E-mail：repo@lib.hokudai.ac.jp

　HUSCAPレターは、今号より紙面をリニューアルしてお届けします。今回は、中村総長の「初めての論文」をご紹介しました。

「弱者が抱える問題をどうにかしたい」という、社会権研究の「原点」を感じていただけましたでしょうか。このHUSCAPレター

をきっかけにWebサイトを見ていただくことで、より多くの研究成果が集まり、活用されることを願っています。

HUSCAPのお仲間探訪
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科学技術振興機構
Journal@rchive（ジャーナルアーカイブ）
URL:http://www.journalarchive.jst.go.jp/


